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エネルギー消費量の増加傾向は最近，世界的にみても，頭打ちとなっているが，長期的

に展望すれば，なお高い水準で推移するものと思われる。

一方，地球規模における環境保全をさらに推進するため，燃料を多量に消費するボイラー

については，燃料の石炭，重油から良質な天然ガス等への転換及び多様化した燃料に対応

する燃焼技術の開発などにより，燃焼に伴う環境汚染物質の排出を極力少なくするように

一層の努力が求められている。

近年，環境保全の意識の高揚を背景に，ボイラーの燃焼技術は逐年の進歩を遂げている

が，さらなる環境保全及び燃焼効率の向上を目指し，ボイラーの燃焼技術や保守管理の改

善など総合的な対策を推進していかなければならない。

このような観点に立ち，㈱日本ポイラ協会は，さきに「ボイラーの燃焼と周辺技術の動

向」を出版したが，その後の状況の変化に対応するため，この度，燃焼委員会において同

書の全面的な見直しを行い，内容を一新して発刊することになった。

見直しに当たっては，現に取り扱っているボイラーはもちろん，これから新しくボイラー

を計画する際，取り入れられるべき環境保全のための燃焼技術や保守管理などについても

十分理解が得られるように配慮した。

本書が広く関係者に活用され，より高度な環境保全対策の推進に寄与することを期待し

てやまない。

最後に本書の作成に当たり，多大の労を煩わした次の委員各位に深甚の謝意を表す次第

である。
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